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はじめに

近年、中国史においても従来の女性史の枠をこえたジェンダー史の成果

が増えつつある。中でも小浜正子氏を中心としたグループによって中国ジェ

ンダー史研究の成果が陸続と出版されていることが注目される (I)。

本稿が対象とする時代の研究状況については、小浜正子編『中国ジェン

ダー史研究入門Jの中で下倉渉氏が模唐間の女性史研究を概括したものが

参考になる（2)。これによれば、従来の漢から唐までの女性史研究において

女性を抑圧する儒教倫理の強化および婚姻制度の父系化が指摘されている

が、その一方で非儒教精神文化および北族世界の習俗に由来する女性の「闊

達さJ「強さ」「自由さ」があったことが指摘されている。下倉氏はこのこ

とを「矛盾」ととらえたうえで、こうした研究の「矛盾」が生じる要因お

よび解決策について、これまでの研究で用いられてきた女性の地位が高かっ

た／低かったなど程度の差の評価による形容詞的説明法には限界があり、

ジェンダー的な視点によって性差の構造・秩序を名詞的に説明し、時期ご

との特異な 9型」を記述することで一段階上の比較史が可能になるのでは

ないかと説く。筆者もジェンダーの視点を導入すべきであるという点につ

いては大いに同感である。しかし、恣意的な印象論に陥らずに比較可能な

形で「時期ごとの特異な『型』」を示すのは実際には容易なことではないだ

ろう。「型」を北較可能な形で示す具体的な手法について下倉氏は言及して

いないか、厳密な手法を用いなければ、結局のところ研究者ごとに判断基

準のずれが生じ、形容詞的説明法と同様に比較困難という問題が起きてし

まうのではないだろうか。

このような形容詞的説明法の問題点については歴史学のみならず、社会
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学の分野でも指摘されている。左古輝人氏は、従来の研究は何が多い／少

ない、増えた／減った…などは基準を明示せずに断定することが当然だっ

たが、その妥当性すら認識されていなかった、との見解を述べている (3)0

左古氏は形容詞的説明それ自体よりも、判断基準が明示されていないこと

を問題視している。従来の中国女性史研究を比較することが困難であると

いう問題についても、その核心は形容詞／名同という品詞の表現それ自体

ではなく、比較可能・反証可能な判断基準が明示されていないことこそに

あるように思われる。基準の間題に対する対処法として左古氏は、一律に

当てはめるべき基準は存在しないと断りつつも、計読分析(4)を通して分析

者が必要に応じてデータや分析方法を明示することを提案している。筆者

も人文学が科学的であるためには計読が欠かせない手法であると考えてい

るため、本稿でもテキストマイニングという計読の手法を積極的活用す

る（5)。具体的には、テキストマイニングによって北魏女性墓誌の銘辞部分

の特徴語を拮出し、語義の考証を行い、当時の北魏墓誌を作成する社会階

層の女性に期待されていたジェンダーロール（性別による社会的役割）に

ついて考察する。

第一章 北魏女性墓誌研究と問題点

本稿が対象とする北魏時代はいわゆる「征服王朝」である。儒教文化を

受け継ぐ「漢人」と、これと異なるジェンダー習俗があったとされる北族

の「胡人」が共同で王朝を形成する過程は、中国史上のジェンダーロール

の構築と正当化を検討するうえで意義がある。北魏の女性に対するジェン

ダーロールを検討するうえで主要な史料となるのは、文献史料である『魏

書J皇后伝や列女伝、および出土石刻史料である墓誌などである。このう

ち墓誌は取り立てて傑出した業績のない上流階級の人物を称揚するたのに

書かれたものが大部分を占める。そのため、『魏書』と比べて一般的な女性

に対するジェンダーロールを知るのに有利である。

その重要性に反して北魏女性墓誌を全面的に扱った研究はまだそれほど

多くない。管見の限り、現時点では墓誌の文体について研究する馬立軍氏

の研究が北魏墓誌の女性の表象について最もまとまった研究成果であると

いえる（6)。この｛也に黄曾氏の修士論文は比較的多数の女性墓誌を用いてパー

ソナリティの類型化を試みたものであり、注目に値する。黄氏は該当する
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事例をあげながら、北朝女性墓誌には1.賢婦、 2.オ女、 3.佳人、 4.

寡婦の四類型があるとする（7)。また、墓誌などを用いてさほど著名でない、

ある宮女の一生をミクロストリアの手法で叙述した羅新氏の研究もある (8)0

本稿と最も関連するのは馬氏の研究である。馬氏は北朝墓誌の銘辞の内

容を分析し、墓主によって重点に差はあれども北朝墓誌の人物造詣は男女

ともに礼法が本位であることを指摘している。さらに、女性墓誌の場合「四

徳」「六行」といった礼法が軸でありながらも、この価値観とは対立する見

た目の美しさや才能学識が賛美されていることが注目されるとし、北朝女

性墓誌の作者の心中には、オ学・美貌と四徳・六行のすべてにおいて墓主

のオ知が突出していることが重要な基準となっているとする（9)。これは概

ね適切な指摘であり、この点については本稿でも再確認されるが、以下の

ような不十分な点も残る。

馬氏の研究を含め従来の研究は計量的分析手法が用いられておらず、数

例の史料を引用し、それらの特徴から一般化している。この方法には引用

されている史料がたまたま研究者の目に止まったものなのか、それとも大

量の史料を精査した結果、典型的なものとして選ばれたものなのか、また

典型として選んだのであれば、なぜそれが典型といえるのかは曖昧なまま

であるという問題がある (JO)。そのため、計量的分析によって比較および反

証可能な形で検証する必要がある。どのくらいの母数のなかでどのくらい

の事例があるのかを示すことで論拠の信頼性がどの程度であるか目安を示

すことができる。また、ジェンダーロールを検討するためには、儒教的礼

法という概括的な説明のみではなく、具体的にどの行動・性質が最も賞賛

されているのかを詳細に検討する必要がある。計量的分析を用いることに

よって、礼法のなかで具体的にどのような行動が最も多く評価されている

のか、オ学・美貌を賞賛するうえで最も多い表現は具体的に何であるのか

といった点も検討することが可能になるだろう。
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第二章 テキストマイニングを用いた北魏墓誌の銘辞

の分析方法

本稿で扱う北魏墓誌は、 2012年の段階では年代が判明する北魏墓誌は556

件が目録化されている(11）。これに加えて、筆者が目録化した北魏墓誌が

2023年の段階でさらに97件ある(12)。北魏墓誌の形式は、基本的に散文形式
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の序文と韻文形式の銘辞から構成される。墓誌の内容は題・名前・本籍・

家系・品行・官歴・死亡日・享年・埋葬（以上が序文）．銘辞（本文）であ

り、基本的にこの順番で定型化される (13)。序文と銘辞の内容は部分的に関

連しており、銘辞は基本的には序文に記された具体的な家系・品行・官歴・

享年などの事実をもとに、より抽象的な韻文によって墓主への賞賛と墓主

の死の悲しみといった感情を表現するものとなっている。序文には墓主の

具体的な情報が記されるため、地名・官職名・氏族など固有名詞が集中し

ており、ジェンダーロールに関連する語は賞賛と哀悼を表現する銘辞に集

中している。そこで本稿では銘辞を分祈対象とした。

分析するテキストは出版された墓誌の図録の釈文を一部図版によって修

正しながらキーボード入力し、電子化したものを用いた。本稿では墓誌の

銘辞を分析するために日本語用自然言語処理プログラム MeCabおよび計量

テキスト分析ソフト KHCoderを用いた。テキスト分析の核となる考え方

は、文字や文の成分 (POS)などの出現回数を数え上げ、文の特徴を統計

的に分析しようというものである。 KHCoderは内部で自然言語処理ソフト

MeCab等によって文を区切り、統計ソフト Rによって数え上げている。

MeCabは日本語用のソフトウェアではあるが辞書を編集することで様々

なテキストを成分に分割することが可能である。北魏墓誌の銘辞は一旬四

文字で構成され、その中で二文字ごとに意味のまとまりがある。そこで、

北魏墓誌の銘辞の語棠をすべて二文字熟語の名詞として辞書を作成し、

MeCabに適用した(14)。この MeCabをKHCoderで実行し、分析及び可視化

を行った (15)0 

その結果、北魏墓誌の銘辞全体から二文字熟語として19339語拙出する

ことができた。内訳としては、 2回以上使われた熟語は3386語（約17%)

であり、残る約83％は一回のみの使用であった(16)。つまり、一人の人物の

銘辞の中で使われている語は平均して 8割以上が北魏墓誌の銘文全体の中

で一度きりしか使われていない語であるということである (17)。また、複数

回使用される語の中でも、 2例が1966例、 3例が628例と 2~3例が大部

分を占めており、 4例以上の用例のある語は約2％しかない。窪添慶文氏

の研究によれば北魏墓誌の銘辞の語旬の長さは、北魏墓誌が急増する洛陽

遷都 (494年）後から永平年間の終わり (512年）までは平均24.8句（二文

字熟語として49.6語）、延昌の始まり (512年）から北魏末 (534年）までは

平均31.6句（二文字熟語として63.2語）である (18)。これをもとに単綺計算
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すると、一人当たり49.6~63.2語のうち約10~12語が他の墓誌でも用例の

ある語であり、 4以上の用例のある語は約1.2~ 1.5語しかない。このよう
に、複数の銘辞で使われる語は極めて限られているが、非常に多くの墓誌

で用いられる語も存在する。例をあげれば「徳音」や「玄石」は35回、「玉

潤」や「金声」や「清風」は21回も使用されている。
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第三章 北魏女性墓誌の銘辞の特徴語

前述のようにほとんどの銘辞部分の語は北魏墓誌全体で一度しか使われ

ないが、ごく一部に比較的多くの用例がある語も存在する。そのような語

のうち性別を問わず用いられる語の外に、男性のみあるいは女性のみに頻

繁に用いられる語が存在する。北魏墓誌で用いられるいくつかの語ば性別

に関連しており、類似する銘辞のクラスターを分析した結果、同一作者に

よる文章の再利用が疑われる極めて高い類似性のクラスターを除けば(19)、

同じ性別の墓主の銘辞が比較的高い類似性のクラスターを形成しており、

男女で用語の傾向が異なることが示唆された点にも表れている (20)。本稿で

はこの結果を踏まえ KHCoderの対応分析を用いて男女の表現の差を可視

化し、北魏女性墓誌の特徴語を抽出した。 KHCoderは内部でRのCorresp

関数を用いて計算・可視化しており、設定したグループと語の関連の強さ

を距離によって表示させることができる (21）。ここでは、男女の銘辞を伴う

墓誌を分析の対象とし、男性グループと女性グループを設定し、夫婦合葬

墓は分析の対象から除外している。なお、対応分析に際して男女の墓誌は

母数が異なるため標準化を行っている。女性墓誌は全体の件数が少ないた

め、 4回以上の出現する語は頻繁に使用される語であるといえる。分析対

象とした件数は、男性は359人分、女性は88人分となった (22)。これによっ

て図（北魏墓誌の銘辞の男女別対応分析）が得られた。この図では原点

(0、0)付近には男女双方に用いられる語が集まり、中央から離れるほど

特徴的な語となる。左下が女性特有の語となっている。

図の男女の表象の対応分析から、女性の表象として最も特徴的な語に「四

徳」（女性17例、男性0例）、「六行」（女性11例、男性0例）、「夫人」（女

性10例、男性0例）、「作蹟」（女性6例、男性0例）、「母儀」（女性6例、

男性0例）、「姉似」（女性4例、男性0例）、「慎終」（女性4例、男性0例）、

「婦徳」（女性4例、男性0例）、「淑媛」（女性4例、男性0例）、「蘭惹」（女
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性4例、男性1例）、「四行」（女性4例、男性0例）、「四教」（女性4例、

男性0例）の12語が検出される。次いで「窃宛」（女性9例、男性1例）、

「有行」（女性9例、男性1例）の2語も女性に特徴的な語である。これら

はいずれも男性墓誌には使用されないか、極めて稀にしか使用されないが、

高い頻度で女性墓誌に使用される、いわば女性の紋切り型の美徳であり、

墓誌の称揚する女性のジェンダーロールの代表例であるといえよう。

以下ではこのうち、複数の意味を持つ熟語や形容詞的な熟語に該当する

六語について取り上げ、その意味を明確にする。なお、前述のように北魏

墓誌の序文と銘辞は部分的に内容が関連しているため、序文の中にも、銘

辞と同一の語が用いられる場合もある。そこで、序文にこれらの語が用い

られる例についても参考として検討に加える。さらに前後の時代の正史や

石刻史料などと比較することで、北魏女性墓誌の特徴語の由来や独自性に

ついても検討する。

(1)蝉似

まず梯似について検討する。この語の南北朝期の用例をみると、北斉の

顔之推『顔氏家訓』兄弟に、「婢娯之比兄弟、則疏薄癸（兄弟の妻たちは兄

弟に比べれば関係は疎遠である）」とあり、劉宋の劉義慶『世説新語』賢媛

に、「鍾都為悌似、雅相親重（鍾夫人と王渾の弟の王湛の妻である祁夫人は

兄嫁・弟嫁の間柄であり、平素から互いに親しみ敬いあっていた）」があ

り、どちらも兄弟の妻（弟嫁と兄嫁）を意味する。しかし、【漢魏六朝

WEB】(23)は司馬景和妻孟敬訓墓誌の序文にある「接婢似以謙慈作稲（悌似

に接する様子が謙虚で慈愛に満ちていたので称賛された）」に対して、「謂

夫人謙和慈詳而不跛麗、不嫉炉。在一夫多妻制時代、是維持家庭和諧、避

免内胤的要婦徳之ー（夫人の謙和慈祥して跛麗せず嫉妬しないことをいう。

一夫多妻制の時代において、これは家庭を維持して調和させ、内輪争いを

避けるための婦人の徳の一つである）」とし、悌似を兄弟の妻ではなく、一

夫多妻、つまり夫の別の妻と解釈する。ここでは「一夫多妻」とするが、

司馬景和が一夫多妻であった根拠を示していない上、そもそも伝統中国社

会の原則は一貫して「一夫一妻多妾制」であり北朝も例外ではないため、

「一夫多妻」という前提そのものが不適当である。ただし梯似には妾の意味

もあるため、北魏墓誌における悌似の用例について表1-1の8件を検討し、

意味を判断したい。この表によれば銘辞は4件あり、事例3• 4 • 6 • 8 
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が該当する。 1は、妻が清河の孟氏（漠人）、夫が司馬景和 (i莫人）であ

る。『魏書』巻三七、司馬叔瑶伝附景和に、「道壽長子元興、襲父爵。子景

和…」とあり子の記載はあるが、兄弟の記載はない。本人墓誌は司馬晒墓

誌【梶山目録238】が該当するがここでも兄弟の記載（まない。しかし 1の

文脈を確鰐すると最初に「奉舅姑以恭孝興名、接梯似以謙慈作稲Jと舅姑

と姉似が対句になっており、その後に「夫人性寡垢嫉」とここではじめて

妻妾間の関係について言及されるので、悌似は夫の兄弟の妻と解釈するこ

とが妥当である。 2は、妻が博陵の祖氏（漢人）、夫が趙郡の李氏（漠人）

である。「魏書」巻四九、李霊伝に附伝があり、二人の子および二人の兄と

一人の弟がいたこと、その兄弟には子がいたことが記載されている。つま

り夫の兄弟の妻は存在したことが分かる。また 2の文脈を確認すると姑と

蝉似が対なっており、女弟似は夫の兄弟の妻と取れる。 3は、妻が南陽の趙

氏（漢人）、夫摂宗室の元永の長子である。「魏書』に記載（まなく、関連墓

誌もないが、銘辞では「上虔舅姑、傍協悌躯」と表現され、舅姑と彿似が

対旬になっているため、兄弟の妻と取れる。 4は、妻が漁陽の鮮子氏（胡

人）（24)、夫が丘哲（胡人）（25)である。銘辞では「徳は梯似を矛（＝柔）ぐJ

とあり、兄弟の妻もしくは妾のどちらとも取れる表現である。 5は、妻が

河東の辞氏（漢人）、夫が宗室の元湛である。元湛墓誌【梶山目録437】で

は「章武武荘王之令弟」と記されている。また、『魏書』巻十九下、章武王

太洛伝では、「（章武王彬の）長子融。…融の弟凝。 •••i疑の弟湛。…褪の弟

晏」とあり、少なくとも四人兄弟であり、末子以外は子がいたことか記さ

れている。つまり少なくとも二人の兄は妻が存在したことが分かる。 6は、

妻が宗室の元氏（胡人）、夫が北族八姓(26)の穆彦（胡人）である。夫は『魏

書」には記載がなく、本人墓誌の穆彦墓詰【梶山目録477】では兄弟や妾

については記されていない。しかし銘辞に「朝事舅姑、奉接悌似」とあり、

舅姑と蝉似が対句になっており、また妾（こ奉接することはないため、兄弟

の妻と取れる。 7は、妻が昌黎の蘭氏（胡人）（27)、夫が北魏宗室の元彦で

ある。元彦墓誌【梶山目録167】では「楽陵密王之世子、襲封築陵王」と

あり、元茂墓誌【梶山目録329】では「柴陵密王之第三子」とあるので少

なくとも二人の弟がいたことが判明する。また『魏書」巻十九下、楽陵王

胡兒伝では、「子景略、字世彦（＝元彦）。…景略弟慶略。…子子政。…慶

略弟洪略。…洪略弟子業」とあるので、三人の弟がおり、うち一人は子供

がいることから妻も存在したことが判明する。さらに序文は「舅姑欽其至
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誠、女弟彫敬其高軌」とあり、舅姑と女弟娯が対句になっているため兄弟の妻

と取れる。 8は、妻が広平の宋氏（漢人）、夫が宗族十姓（胡人）である。

『魏書』に記載がなく、関連墓誌も存在しないため、兄弟の妻や妾の存在は

分からない。

以上の検討から、夫の兄弟の妻がいることが確定できた事例が3件あっ

た。序文もしくは銘辞に舅姑と併記される場合が4件あり、その場合は兄

弟の妻と取れる表現である。反対に妾の意味と確定できる事例は一つも無

かった。

次に正史における用例を検討する。まず、『晋書J巻三一、后妃、左貴嬢

伝に、

左貴嬢、名呑。…及元楊皇后崩、芽猷誅日、「惟泰始十年秋七月丙寅、

晉元皇后楊氏崩、嗚呼哀哉。…諸姑姉妹、姉躯腰御。追送塵軌、眺眺

衝路」。

左貴嬢、名は芽。…元楊皇后の崩ずるに及び、芽、誅を猷じて曰く、

「惟れ泰始十年秋七月丙寅、晉の元皇后楊氏崩ず、嗚呼哀しい哉。…語

の姑姉妹、婢似腔御。塵軌を追送し、衛路に琥眺す」と。

とある。西晋の元皇后楊氏に対する誅にて「姑•姉妹・蝉似・腰御」とい

う文脈で使われており、腰御は妾の意味なので、悌似は夫の兄弟の妻の意

味と取れる。なお元皇后の夫は司馬炎（武帝）であり兄弟の妻も存在する。

次に、『南斉書』巻二十、皇后、武穆袈皇后伝に、

武穆斐皇后、諒恵昭。…。后少輿豫章王妃庚氏為婢似、庚氏勤女エ、奉

事太祖・昭后恭謹不倦、后不能及、故不為舅姑所重、世栃家好亦薄焉。

武穆斐皇后、諒は恵昭。・・・。后、少くして豫章王妃庚氏と梯叫を為し、

庚氏、女工に勤め、太祖・昭后に奉事して、恭謹にして倦まず、后、

及ぶこと能はず、故に舅姑の重んずる所と為らず、世祖が家、好（む

つまじ）くすも亦薄んず。

とある。武穆斐皇后は爾道成の長子の癖蹟（武帝）の妻、豫章王妃庚氏は

癖道成の次子の齋疑の妻なので、梯似は夫の兄弟の妻の意味と確定できる。

庚氏の方が女性のたしなみに優れ、嫁ぎ先の父母によく仕えたので義理の父

母に優遇されたことが描写されている。最後に、『魏書』巻五六、鄭義伝に、

壇兄弟薙睦、其諸蝉似亦咸相親愛、閾門之内有無相通、籍時人所稲美。

瑣の兄弟は瀕睦、其の諸梯叫も亦、咸な方取ひ親愛し、閾門の内、有無

相ひ通じ、時人の美と稲（たた）う所と為る。
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とあり、兄弟の妻の意味であり、仲睦まじい閲係が描写されている。以上、

正史でも兄弟の妻の意味で使われていたことが確認できた。

次に、魏晋南北朝期の石刻史料の用例について検討する。表1-2によれ

ば1件か西晋、 4件が北魏以降の北朝墓詰である。 1は、「舅姑嘉其淑婉、

蝉似宜其徳音」とあり、舅姑と蝉似が対句になっているため兄弟の妻と取

れる。 2は、妻が清河程氏（漢人）、夫が太山羊氏（漢人）である。『魏書』

巻七七、羊深伝および父の羊祉墓誌があり、夫に三人の弟がいることが判

明する。さらに銘辞に「孝敬舅姑、娼誠女弟似」とあり、舅姑と蝉似か対句

になっているため兄弟の妻と取れる。 3は、妻が安定皇甫氏（漢人）、夫が

河東膵氏（漢人）である。「昆季（兄弟）少なからず、彿似賓に多し」とい

う表現から、夫の兄弟の妻の意味として確定できる (28)。4は、妻が瀧西薫

氏（摸人）、夫が太原王氏（漢人）である。墓葬の点では夫婦および妾三人

の合葬墓であることから (29)、夫の妾の意味の可能性もある。しかし銘辞に

「移愛悌似、従敬舅姑」とあり、舅姑と彿似が対句になっているため兄弟の

妻と取れる。 5は、妻が太原王氏（漢人）、夫が渤海封氏（漠人）である。

「北斉書1巻ニー、封隆之伝附子絵に、「子綸弟子繍。…。子繍在渤海、（兄

女婿の婁）定遠過之、野妻及諸女謡集、言戯微有褻慢、子繍大怒、嗚鼓集

獄賂攻之」とあり、夫の弟に妻がいたことが判明する。さらに銘辞に「悌

似叔妹（＝夫の妹）」とあり、妾と夫の妹が同格に並べられることは有り得

ないことなので、兄弟の妻の意味ととれる。

以上の検討により、正史でも魏晋南北朝期の石刻史料でも大半が兄弟の

妻という意味で用いられていることが確認できた。なお先行研究では「北

魏や東魏は、家格の高い男性ほど、皇室や外戚などの貴門から妻を要り、

妻の実家が有力で妻の嫉妬が実家からも奨励されているため、上流家庭の

夫ほど妾を置くことが難しい」 (30)ことが指接されている。つまり、北魏で

は妾を置くことは実態として少なかった。したがって女弟姐ぱ嫁ぎ先の夫の

兄弟の妻の意味と解釈することが妥当であろう (31)。

(2)四徳

女性の特徴語として最も頸著な例は四徳である。典故は、『周礼』天官・

九嬢に、「九蹟掌婦學之濃、以敦九御婦徳・婦言・婦容・婦功（九嬢は婦人

の学ぶべき規範のことを掌り、九御に婦徳・婦言・婦容・婦功を教える）」

とあり、鄭玄注に、「婦徳謂貞順。婦言謂酔令。婦容謂婉娩。婦功謂絲案
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（婦徳とは貞順を言い、婦言とは言葉遣いを言い、婦容とはしとやかさを言

ぃ、婦功とは糸麻の仕事を言う）」とある。図のすぐ近くにある六行(32)も

関連性が深い語であり、表2-1では対旬表現としてセットで出てくる場合

が多い。また、最も多い四徳と六行の対句以外にも三従・三明など他の数

字との組み合わせも見られる。関連する語に三徳・七徳•四教・七教•四

行・六行・七行・四礼•五礼・六礼・三善などがある。

表2-1によれば、序文も含めると本稿で扱った全北魏女性墓誌88人中33

人 (3割以上）が四徳を使用しており、使用頻度が極めて高いことが分か

る。うち、銘辞で使われた件数は17件である。漢人だけではなく胡人の女

性墓誌でも使用されている。このように女性の使用率が圧倒的に高いが、

男性が序文にて四徳を使用した例も 2例ある。その場合は当然夫人の徳目

という意味ではなく、『大戴礼記』衛将軍文子の、「孔子日、孝、徳之始也。

弟、徳之序也。信、徳之厚也。忠、徳之正也。（曾）参也、中夫四徳者癸

哉」を典故とする「孝弟（＝悌）信忠」である。

次に魏晋南北朝期の正史の用例を検討する。表2-2の1は周の后妃制に

ついて「周礼』天官・九嬢を引用して述べたものである。 2 『三国志J袈
注引く「魏氏春秋』は東晋の孫盛の手に成る曹魏の出来事が記された書籍

である。ここでは婦人の四徳と士人の百行(33)がともに遵守すべき美徳とし

て併記されている。「婦有四徳、卿有其幾（妻には四徳があるが、そなたは

いくつ備わっているか）」という質問に対し「新婦所乏唯容（私に欠けてい

るのは婦容だけです）」と答えているので、鄭玄注の四徳を踏まえているこ

とがわかる。なお「世説新語」賢媛にも同じ内容が記載されている。 3は

東晋の徐獄による評である。呉の是儀（男性）に対する評価として四徳を

用いる。 4では六義、 6では六行、 7では六宮が四徳とセットで使われて

いる。なお6は賛の部分なので「晋書』が成立した唐の太宗期の価値観を

示す。 4は后妃伝の序文であるため、やはり『晋書』が成立した居の太宗

期の価値観を示す可能性がある。したがって正史において四徳と六～が女

性に対してセットで使われる用例は晋代まで遡ることはできず、 7の『周

書』の用例が初出となる。 5は『晋書』に引かれる夏侯湛 (243~291年）

の作品中に用いられ、孔子の言葉を引用した後に用いられることから『大

戴礼記」の用例である。一方、男性に用いられる四徳は、『三国志』の注に

引かれる東晋の評および「晋書」に引かれる夏侯湛の作品の 2例であり、

残る 5例は皇后や列女など女性に関する項目にて言及されている。
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最後に魏晋南北朝期の碑文の用例を検討する。ます西晋の永寧二 (302)

年九月二十日「孫松女墓誌」に、「在裸有淑順之美、来蹟盤四徳之稲」とあ

る。女性に対する鄭玄注の四徳の用例である。次に、『文選』に収録されて

いる梁の沈約「斉故安陸昭王碑文」に、「公以宗室1引儀、允贋嘉選。憶隆三

善、仰敷四徳」とあり、南斉の皇族爾緬に対する称賛として四徳を用いる。

また北魏の正光四 (523)年十一月六日の「高貞碑（魏故営州刺史侯高君

之碑）」に、「仰敷四徳之美、式揚三善之功」とあり、男性に対して四徳が

使用されている。

なお女性に対する四徳の使用自体は、「春秋左氏伝』襄公九年に、「今我

婦人而興於胤、固在下位、而有不仁、不可謂元。不靖國家、不可謂亨。作

而害身、不可謂利。棄位而放、不可謂貞。有四徳者、随而無咎、我皆無之、

燦随也哉」とあるのが初出である。ここでの四徳は「周易l乾卦の、「君子

行此四徳者、故日乾元亨和貞（君子は此の四憶を行う、故に日く乾の「元

ひに亨りて貞しきに利ろし」と）」の意味である。また前漢の劉向『列女

伝』、翠壁伝、魯宜謬姜にも同じ記載が収録されている。したがって鄭玄注

の四徳の用例は西晋「孫松女墓誌」や東晋『魏氏春秋lに記された曹魏の

記載から始まるため、魏晋期の用例を北魏墓誌も踏まえていると言えよう。

ただし四徳と六行のセットは北魏墓誌になって出現した新しい表現である。

また、北周から唐代にかけても使用の継続が確認できた (34)。

(3)慎終

この語は北魏墓誌において二つの意味で用いられている。第一に「慎終

追遠（親を手厚く葬り礼を尽くすこと）」であり、典故は『論語』学而に、

「曾子日、慣終追遠、民億鰐厚癸（親を手厚く葬り祖先をお祭りしていけば

人民の徳もそれに感化されて厚くなるだろう）」とあり、何晏集解に、「慎

終者、喪霊其哀。追遠者、祭轡其敬」とある。第二に「漢終如始（最初か

ら最後まで慎重に行う）」であり、典故は『老子』第六四章に、「憬終如始、

則無敗事（やりはじめと同じく、終わりぎわを慎重にせよ。そうすれば仕

事がだめになることはない）」とある。銘辞では前者の意味で2例、後者の

意味で2例の用例がある。また、序文に後者の意味で1例ある。

北魏墓誌の慎終の用例について、表3-1の5件を検討する。 1は、銘辞

の終わりの死の悲しみの部分に該当し、本人に対する葬礼の手厚さを表現

している。 2は、生家にて慎み深いという本人の資質としての意味で用い
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られ、結婚後は宣武帝の勝妾と仲良くしたことが称賛されている。 3も同

様に、本人の徳行として慎み深いことが称賛されている。 4は、幼少時に

家人が犯した罪に連座して官婢となり、後宮で昇進を遂げ、亡くなるまで

後宮に勤めた人物である。この墓誌は「魏故第一品家監侯夫人之墓誌銘」

と題されているが、「夫人」とは後宮の家監という役割を担当した彼女に対

する尊称であり、ここでの慎終は本人に対する賛辞として用いられている。

5は序文で用いられる。舅姑の後に用いられているので嫁ぎ先の親の葬儀

の意味である。

次に碑文の用例として、後漢の漠安二 (143)年の「北海相景君碑」に、

「〔故〕中部督郵都昌羽忠字定公故門下督盗賊劇騰頌字叔遠。…。（行三年服

者凡八十七人）竪建□口、惟故臣吏、慎終追遠、諒闇沈思、守衛墳園、〔仁
綱〕證備、陵成宇立、樹列既就、…」とある。これは上司が亡くなったた

め故吏が石碑を建立したものである。親の服喪に匹敵する三年服喪をして

いることから「慎終追遠」の表現を使ったと考えられる。

王史の用例について、表3-2の4件を検討する。 1は本人（皇帝の妻）

に対する葬礼を指す。 2は本人（功臣）に対する葬礼を指す。 3は北魏皇

帝が最初から最後まで慎重に行った徳を称えている。 4は一般論として臣

が君に対して、子が親に対して手厚く葬り礼を尽くすことを指す。

最後に『文選』の用例として、西晋の溜岳「西征賦」に、「観夫漢高之興

也、…。乃賓慎終追菌、篤誠款愛（かの漢の高祖が成功した原因を考えて

みると、…。実は人々を最後まで面倒を見、古なじみを捨てず、誠実であっ

て慈愛に満ちていた）」とあり、ここでの慎終は渡の高祖の人柄として使わ

れており、「論語」を典故とする一つ目の意味とは用法が異なる (35)。また、

酉晋の濯岳「楊仲武誅」では、「播楊之穆、有自来癸。矧乃今曰、『員終如始

（灌家と楊家の視密なことはずっと以前からのことであるが、いわんや今日

の私と君との交わりは両家の交流のはじまりのように睦まじかった）」とあ

り、二つ目の意味が用いられている。

以上の検討から、慎終という語は北魏女性墓誌では本人の慎み深さとい

う特質、および親を手厚く葬る行為として用いられていた。正史や『文選』

の用例からすると男性にも使われる場合もあったが、北魏墓誌では女性特

有の表現となっていたことが指摘できよう。
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(4)窃苑

この語の意味は女性の美しい容貌であり、典故は『詩経』周南•関誰に、

「窃宛淑女、君子好逮（たおやかなる良き乙女は君子の良き連れ合い）」で

ある。また、毛伝に「幽間也」とあり、女性の神秘的な美貌を褒める語と

して用いられる。

北魏墓誌の窃宛の用例について、表4-1の17件を検討する。銘辞が10

件、序文が7件である。北魏墓誌で初出の 1は『詩経』の八文字をそのま

ま用いる。その後、窃宛の語の後に男性に嫁ぐ「作蹟君子」などの表現を

繋げる「詩経』を踏まえた用語が、銘辞では 6 • 10、序文では 7• 14 • 17 

で使われている。特に14と17はほぼ同じ表現である。また、 15のみ宗室男

性が墓景を表現する部分において墓門の深遠さの意味で用いるが、残りは

全て女性が本人の資質として美しい容貌という意味で用いる。なお、その

後の北朝墓誌を調べると全て女性の用例となるので、 15の男性の用例のみ

が北朝を通して特異なケースとなっている。 1の出身不明者を除き銘辞は

すべて漢人であるが、序文は3 • 13が不明、 7 • 16 • 17が胡人である。

次に石刻史料の用例を確認する。まず後漢の「楊卿敗伯墓記」に、「故縣

侯守丞楊卿敗伯、質性清潔、丁時窃宛、オ量休赫」とあり、【漢魏六朝WEB】

の注は美好と解釈する。これは男性地方官の墓記であることから、成人男

性として容貌が美しいことを示す。次に後漢の光和四 (181)年四月二日

「三公山碑」に、「山谷窃宛、石巌巌分」とあり、【漢魏六朝 WEB】の注は

深遠と解釈する。つまり 15と同様に景色の深遠さとしての用例である。次

に西晋の永寧二 (302)年九月二十日「孫松女墓誌」に、「姿窃宛之容、罷

賢明之行」とあり、女性の美貌の意味である。

最後に『文選』の用例を確認すると、後漢の班固「西都賦」は、「後宮之

眺十有四位。窃究繁華、更盛迭貴（後宮の女性の称号に14の位の別がある。

しとやかな美女もあり、花盛りの美女もあり、互いに栄達し、裔貴な身と

なる）」という女性の美貌の意味で用いる。次に、東晋の郭環「江賦」は、

「愛有包山洞庭、巴陵地道。潜逹傍通、幽軸窃宛」とあり、景色の深遠さの

意味で用いる。

以上、後漢～東晋にかけては男性および女性の美貌および景色の深遠さ

の様々な用例が見られたが、北魏～北朝墓誌では女性墓誌が美しい容貌の

意味で用いる場合がほとんどを占めていたことが確認できた。また北魏墓
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誌では、はじめは『詩経」の典故をそのまま用いたが、時代が下ると表現

に変化を加え、文学的レトリックともいえる変遷がみられた。

(5)淑媛

この語の意味は、善良で美しい女性であり、用例は『後漢書』列女伝、

曹世叔妻に、「若淑媛謙順之人、則能依義以篤好、崇恩以結援」とあり、李

賢注に、「淑、善也。美女日媛（淑は善である。美女は媛という）」とある。

また「芸文類緊jに収録された後漢の王逸「機婦賦」に、「窃巽淑媛、美色

貞恰」とあり、これは (4)にて扱った「詩経」の「窃宛淑女」を踏まえた

表現である。淑女ば性質が善であることしか表現できないが、淑媛とする

ことで容姿の美しさが加わっている。

北魏墓誌の淑媛の用例について、表5-1の4件を検討する。すべて女性

墓誌であり、淑女の意味として用いられる。内訳は宗室（胡人）が1人、

残る 3人は漠人である。淑媛については、『魏書』巻九二、列女、封卓妻劉

氏に、

中書令高允念其義高而名不著、為之詩曰、「…。寅有華宗、挺生淑媛。…」。

中書令高允、其の義高くして名著らかならざるを念じ、之が為に詩し

て曰く、「・・・。賓に華宗有り、挺きんでて淑媛を生む。…」と。

とあり、漢人名族の高允 (390~487年）が女性を讃えるため詩作した漠詩

で使われている。実は「挺生淑媛」という表現はこれまで用例が無く、高

允が最初に用いた表現である。したがって 1の「篤生淑媛」という表現は

高允の影響とも考えられる。ただし北魏男性墓誌には「挺生哲人」という

表現があることから、男性の言い回しが女性に応用された可能性もある。

次に石刻史料の用例を確認する。西晋の永嘉元 (307)年四月十九日「王

浚妻華芳墓誌」の銘辞に「於穆淑媛、證純徳茂」とあり、美しい女性の意

味である。

最後に『文選』の用例として、曹魏の曹植「与楊徳祖書」に、「蓋有南威

之容、乃可以論於淑媛（思うに春秋時代晋の美女の南威のような容姿があっ

てはじめて淑女と評することができるだろう）」とあり、女性の美しい容姿

が強調されている。

なお類似する語に「淑女」（女「生2例、男性0例）と「淑人」（女性1例、

男性0例）がある。用例と年齢の関係をみると、淑媛は38歳・ 26歳・ 20歳、

淑女は25歳、淑人65歳であり、淑人は使い分げられている可能性があるが、
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淑媛と淑女はあまり使い分けがないと考えられる。

(6)蘭惹

この話の典故は『楚辞」九歎、「懐蘭惹呉衡花分、行中野而散之」であ

り、「蘭」「罵を人間の美質として喩える。漢代以降はこの語の意味は二

つに分かれる。第一には香草であり、『漠書』楊雄伝、甘泉賦（『文選』に

も収録）に、「排玉戸而腿金鋪分、痰蘭恵輿弯窮（風は玉戸をおし開いて金

の鋪首を揚げ、めぐって蘭惹と弯窮という香草の芳香を奮発する）」とあ

り、師古注に、「…、登奮衆芳」とある。また、「漢書J巻五七上、司馬相

如伝、子虚賦（『文選』にも収録）に、「於是鄭女・曼姫、…。下摩蘭惹、

上彿羽蓋（夏姫と部曼という美女は、…。下は蘭と惹という香草を擦り、

上は輿の屋根を緑の羽で覆ったものを払う）」という用例がある。第二に賢

者の喩えであり、「後漢書l巻八十下、文苑列伝下、趙壱伝、刺世疾邪賦

に、「被褐懐金玉、蘭惹化為栃。賢者雖獨悟、所困在群愚（褐を被って金玉

を懐き、蘭惹は化して栃となる。賢者は独り悟るけれど、愚かな人々の困

惑するところとなる）」とあり、優れた男性を称える用例である。

北魏墓誌の蘭惹の用例について、表6の7件を検討する (36)。1~4の用

例では女性の美しい容貌という新しい使い方が出てきている。先ほど挙げ

た『漢書』子虚賦の用例は、主語は美女ではあるが、蘭惹は香草しか意味

していない。北魏墓誌ではこの賦を下敷きにして蘭意が直接女性の美しさ

を示す用法が生まれた可能性が考えられる。なお2と3は畳語を二回繰り

返した後、「陵霜吐腹、冬華表新」「臨霜吐腹、冬年表香」と一部文字を入

れ替えただけであり、表現の類似性が高い。 4も畳語の後に蘭惹を用いて

いる。この類似性は3人がいずれも宮女であることとも関連するかもしれ

ないが、撰文者が同じであったことによる可能性もある (37)。5は男性墓詰

であり、賢者を指す。 6・ 7は男性墓誌の序文であり、「後漢書』の金玉・

蘭惹の組み合わせではあるが、 6は容姿の美しさを示す。

次に『文選』の用例として、西晋の播岳「為買謡作贈陸機」に、「如彼蘭

惹、載採其芳（香り高い蘭や惹のように香しいその人（陸機）を取り立て

た）」とあり、二つ目の意味の賢者を指す。

以上の検討から、蘭惹という語は漢魏晋では優れた男性を称える用例で

あったものが、北魏女性墓誌の銘辞では美しい女性の容姿という新たな用

法が出てきたことが確認できた。そして北魏男性墓誌の序文でも美しい容
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(1)~(6)のまとめと確認

ここまで検討した六語の北魏女性墓誌の特徴語を確認する。（1)は姑舅

を伴う場合が多く、嫁ぎ先での円滑な人間関係が期待されていたことが読

み取れた。 (2)は女性の徳目であり、四徳と六～をセットで使う用例が北

魏女性墓誌では多用されていた。 (3)は女性本人の慎み深さ、 (4)と(6)は

女性の美しい容貌、 (5)は美しさと善良であることが賞賛の対象となって

いた。なお (4)は『詩経」の典故を踏まえ美貌により嫁いだという表現が

多数みられたことから、作嬢を意識させる表現と言える。なお図によれば、

作嬢・母儀・婦徳・夫人の四語も北魏女性墓誌の特徴語である。今回は言

葉の意味や用例が時代によって変化したり男性墓誌にも使われたりする多

義的な語を取り上げたためこれら四語を検討しなかったが、すべて婚姻関

係を前提とする嫁ぎ先での女性の立場を表す語であることを指摘しておき

たしヽ。

おわりに

本稿では北魏女性墓誌の銘辞に対してテキストマイニングを行い、「四

徳」「六行」「夫人」「作嬢」「母儀」「梯似」「慎終」「婦徳」「淑媛」「蘭惹」

「四行」「四教」「窃宛」「有行」の14語が女性墓誌の特徴語として得られた。

そこから得られた特徴語のうち複数の語義を持つものについて用例を検貯

した。その結果、従来指摘されているとおり、婦徳といった儒教倫理およ

び本人の美貌（外見）や慎み（性格）に偏っていることが確認されたが、

一方、従来指摘されているオ学については確諮されなかった。この原因に

ついては更なる検討を要する。また (2)四徳と六～のセット表現や (6)蘭

惹の新しい用例が北魏墓誌において生まれた結果を踏まえると、北魏墓誌

は魏晋南朝の用例をそのまま踏襲していたのではないことが分かった(38)0 

つまり北魏墓誌の撰文者は典故や魏晋南朝の用例を踏まえつつも北魏で新

しい表現を生み出していたのであり、取捨選択をした上で北魏墓詫におけ

るジェンダーロールの描写がなされたと考えられる。ではこの結果が北魏

史においていかなる意味を持つのか、おわりに歴史的位置づけと展望を述

べたい。
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北魏では洛陽遷都後に銘辞を持つ墓誌が突然出現し、一般化する。それ

まで墓誌銘を作らなかった鮮卑族が突然作りはじめ、特に宗室のほとんど

が墓誌を持つようになることから、北魏政権の積極的な指導のもと墓誌情

報が一斉に共有された可能性が指摘されている (39)。その嘴矢として太和十

九 (495)年に孝文帝自らが撰文した1患煕墓誌が作成され(40)、モデルとし

て影響力を持ったことが想定されている(41)。また、孝文帝が墓誌文化を受

容したのは南朝からの亡命貴族である王粛の影響があった可能性も指摘さ

れている (42)。本稿の結果を併せて考えるならば、洛陽遷都後の北魏女性墓

誌の内容は、南朝の漢文化を元に、北魏王朝但』が理想とした婦徳という儒

教倫理を備えた女性を描写した可能性が考えられよう。なお北魏胡人女性

については、当時の顕著な特徴である尚武、つまり従軍し、軍を指揮する

姿(43)が北魏墓誌では描かれていない。この点については、各テキストが書

かれた目的や慧定する読者層を踏まえ検討し、それぞれが独自の言説 (dis-

course)を形成していることを明らかにすることが問題解決の糸口となると

考えている。この点については稿を改めて論じたい。

なお本稿では北魏女性墓誌に限って検酎したが、北魏男性墓誌について

は稿を改め検詑し(44)、男女合わせた総合的比較研究を行う予定である。そ

の上で、北魏の「ジェンダーステレオタイプがどのようにして構築され正

当化されるのかという過程」 (45)についても論じたい。
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註

例えば、『ジェンダーの中国史』（勉誠出版、 2015年）、『中国ジェンダー史研究

入門（京都大学学術出版会、 2018年。以下【小浜2018]と称す）、 I東アジアの

家族とセクシュアリティ—規範と逸脱』（京祁大学学術出版会、 2022年。以下

【小浜2022】と称す）などがあげられる。

(2) 下倉渉「先秦～隋唐古典中国父系社会の形成 はじめに」【小浜2018】。

(3) 左古輝人編『テキスト計量の最前線—データ時代の社会知を拓く』（ひつじ

書房、 2021年） 8~9頁。

(4) 計読とは文章の中で特定の語句がどれほど出滉し、どれほど共起するかを呈的

に計測することにより、有意味な知識を得ようとする諸技法の総称である。具体

的には、テキストマイニング・テキストアナリティクス・計量テキスト分析・遠

読などがある。

(1) 
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(5) 質的研究に対する批判については樋口耕一沼ネ士会調査のための計量テキスト分

析―内容分析の継承と発展を目指して一ー第2版』（ナカニシャ出版、 2020年。

以下【樋口 2020】と称す） 5~8頁参照。なおこれは質的研究を否定するもので

はなく、前段階で計量的分析手法を用いることが望ましいという立場である。

(6) 馬立軍『北朝墓誌文体与北朝文化』（中国社会科学出版社、 2015年。以下【馬

2015】と称す）、張鴻『北朝石刻文献的文学研究」（中国社会科学出版社、 2015

年）、魏宏利『北朝碑誌文研究； （中国社会科学出版社、 2016年）などが代表的な

研究である。

(7) 黄薔『北朝女性墓誌研究』（福建師範大学修士論文、 2007年）。

(8) 羅新『漫長的余生：一個北魏宮女和地的時代』（北京日報出版社、 2022年）。

(9) 【馬2015】237頁。

(10) 【樋口 2020】5頁でも計量分析を用いていない研究の一般的な問題点として指

摘されている。

(11) 梶山智史『北朝隋代墓誌所在総合目録』（汲古書院、 2013年。以下【梶山目録】

と称す）。同書を用いて墓誌の所在を示す場合【梶山目録＋墓誌番号】と記す。

(12) 大知聖子「新出北魏墓誌目録」 c・名古屋大学東洋史研究報告』 47号、 2023年。
以下【大知 2023】と称す）。

(13) 窪添慶文「墓誌の起源とその定盟化」 C立正史学』 105号、 2009年原載、同『墓

誌を用いた北魏史研究』、汲古書院、 2017年（以下【窪添2017】と称す）再収）。

(14) 本稿で用いた具体的な手法については大知聖子「テキストマイニングによる北

魏墓誌の銘辞の分析―KHCoderを用いた古典中国語（漢文）の数量的研究―」

（『名城大学総合研究所紀要』 27号、 2022年）参照。

(15) KH Coder Iま樋口耕一氏の開発した計量テキスト分析またはテキストマイニン

グのためのソフトウェア。詳紀は【樋口 2020】参照。

(16) 大知蛋子「北魏墓誌の銘辞とその撰文―同一銘辞の問題を中心に一」（『名

古屋大学東洋史研究報告』 45号、 2021年。以下【大知2021】と称す）の発表後、

北魏墓誌の数を増やしたが、割合としては変化がなかった。今後新出土墓誌が増

加してもこの割合になると考えられる。事例を増やした具体的な北魏墓誌につい

ては【大知2023】参照。

(17) ただし、中には例外として、ほぼ100％の語が別の墓誌と重複する事例もある。

これは【大知 2021】で明らかにしたように、同一作者による銘辞の使い回しに

由来するものと考えられる。

(18) 【窪添2017】第三章「北魏墓詰中の銘辞」参照。

(19) 同ー作者による文章の再利用が疑われる極めて高い類似性のクラスターの具体
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例については【大知2021】参照。

(20) 大知聖子「中國哲學書電子化計劃の分析ツールを用いた北魏墓誌研究―類似

性のネットワーク図とワードクラウドを中心に一」（『名城大学総合研究所紀要』

28号、 2023年）。

(21) 対応分析ぱ社会学等の分野で一般的に用いられている分析方法である。計算方

法については藤本一男「対応分析は〈関係〉をどのように表現するのか―CA/

MCAの基本特性と分析フレームワークとしての GDA」(『津田塾大学紀要』 52号、

2020年） 169~184頁参照。

(22) 洛陽遷都前の墓誌【梶山目録1~26】は殆どが銘辞を伴わず、出土地も平城

（山西省大同）付近が中心となるため予め除外した。洛陽遷都後の【梶山目録27~

556】のうち、実は同一である墓誌（寧陵公主墓誌【梶山目録101】と元君墓誌

【梶山目録102】、および呂通墓誌【梶山目録310】と呂達墓誌【梶山目録315】）は

1件として扱った。何俊芳「新見五方佐刻北魏墓志弁釈」（憎許昌学院学報l2016 

年1期）により偽刻の指摘がある郭頴墓誌【梶山目録261】および銘辞を伴わな

い墓誌は除外した。また同一墓誌に夫婦別々の銘辞が刻まれた場合は各男女1件

の事例とし（張問墓誌銘【梶山目録338】および賀牧墓誌【大知2023】)、それ以

外の男女合葬墓誌は除外した。さらに【大知2023】により銘辞を伴う墓誌の事例

を53件増やした。また楊珍墓誌（何碧填主網『北山汲古―碑姑銘刻拓本』、香

港中文大学文物館、 2015年）を男性墓誌として追加したである。

(23) 毛遠明『漢魏六朝碑刻校注』（線装書局、 2008年）の増補版データベース。以

下、【漠魏六胡WEB】と称す。詳細は大知聖子「中国・石刻史料のデータベース

紹介」（『人文情報学月報』 107号、 2020年）参照。

(24) 『北朝胡姓考』外篇第四「高車諸姓」は定州鮮子氏を高車族とし、正史に見え

る漢唐間の鮮子氏を列挙する中で漁陽の鮮子霊骸（『魏書』巻八四、儒林、李業

興伝）を挙げる。

(25) 丘哲墓詰【梶山目録475】では祖父を「鎮西大賂軍・都督定1-1,1諸軍事・定朴I刺

史・臨淮公・庫堆」とするが、『魏書J巻三十、丘堆伝では「丘堆、代人也、...。

祖即位、進爵臨淮公、加鎖西将軍。徒為太僕」とあり、丘堆と記されている。

(26) 孝文帝の姓族詳定により胡族において最高とされた八つの一族であり、具体的

には穆・陸・賀・劉・楼・子・岱・尉氏が該当する。

(27) 「北朝胡姓考』内篇第四「四方諸姓」は蘭氏を「北方烏洛蘭氏、後改為蘭氏」と

する。

(28) 【漢魏六朝WEB】の注は「『魏書』巻膵安都博附餌度偲、載其子有嫡子懐徹、庶

長子懐吉以及懐直、懐朴、懐景、懐偶、故博稲“真度諸子既多、其母非ー'’、呉
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墓誌所記相合」とする。

(29) 『新出魏晋南北朝墓誌疏証（修訂本）』（中華書局、 2016年） 245頁。

(30) 板橋暁子「魏晋南北朝時代の「以妾為妻」「以妻為妾」について」【小浜2022】、

315頁。また苗採媒「鮮卑婦女社会地位考察」（『北朝研究』 12輯、 2020年）は、

鮮卑族の高貴な身分の女性が家庭および社会的に地位が高い点を後漢から北魏に

かけて検証し、北魏が一妻のみで妾を麗かないのはこのような女性に地位の高さ

が背景にあると指摘する。

(31) なお、「似」を含む句は他に単明暉妻買氏墓誌【梶山目録283】の「音纂大娯」、

宇文永妻韓氏墓誌【梶山目録194】の「載姫模以」、高猛墓誌【梶山目録288】の

「臀似蹄周」があるが、いずれも賢母の代名詞として用いられる周文王の妃の太

似のことであり、姉似とは無関係である。

(32) 六行は『周礼』地官・大司徒に、「孝、友、睦、媚、任、憔」とあり、一般的

に男性に対する徳目として使用される。【漢魏六朝WEB】の注および【馬2015】

229頁は女性の六行も同様の意味と取る。

(33) 『詩経』衛風・峨に、「士之耽分、猶可説也。女之耽分、不可説也（男の淫らは

まだ救えるが、女の淫らは取り返しがつかない）」とあり、鄭玄の箋1こ、「士有百

存、可以功過相除」とある。

(34) 楊柳「多民族文化背景中的北朝女性墓志書写」（「湖北民族学院学報：哲学社会

科学版』 2018年第4期）は四徳六行の事例を列挙し、「据此可知、北朝女性、特

別是上層女性、対《詩経》本身井不栢生、地何自覚遵奉《毛詩序》所謂‘‘后妃之

徳'’、井以之為苑」とする。

(35) 新釈漢文大系『文選（賦篇）』（明治書院、 1990年） 197頁参照。

(36) なお問および惹を含む語はこの他にも多数の用例がある。

(37) 【大知 2021】にて既に指摘したが、生前の出身や官職が極めて顆似する人物同

土であっても銘辞の熟語は一つも同一表現が無い場合がほとんどである。した

がって銘辞の類似性が高い場合1ま同じ撰文者であった可能性が高い。

(38) 【窪添2017】45頁も、劉宋・南斉における家系や家族に関する過剰なほどの記

述が北魏墓誌では淡泊であるという特徴から、南朝墓誌がそのまま北魏で再生産

されたわけではないとする。

(39) 窪添慶文「墓誌の起源とその定型化」（『立正史学』 105号、 2009年原載、【窪添

2017】再収）。

(40) 有名な記載であるが、『魏書こ巻八三上、外戚上、 1馬煕伝に、「柩至洛七里澗、

高租服衰往迎、叩霊悲慟而拝焉。葬日、送臨墓所、親作誌銘」とある。

(41) 窪添慶文「長楽潟氏に関する諸間題Jぐ立正史学」 111号、 2012年原載、【窪添
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2017】再収）。

(42) 梶山智史「北魏における墓誌銘の出現」（『駿台史学』 157号、 2016年）および

徐沖「i馬熙墓誌与北魏後期墓誌文化的創生」（『唐研究』 23輯、 2017年）。

(43) 具体的事例については徐海晶「北朝婦女尚武、従軍精神及対唐朝的影響→ぐ白

城師範学院学報J2011年1期）参照。

(44) 大知聖子「北魏男性墓誌の銘辞にみられるジェンダー規範の研究」（日本ジェ

ンダー学会第27回大会、 2023年9月2日）に口頭発表を行っている。 2024年3

月に論文が発行される予定である。

(45) ジョーン• W ・スコット万ジェンダーと歴史学』（平凡社、 1992年。増補新版、

2004年。 30周年版、 2022年、原書2018年改訂版に基づき増補改訂）。
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［付記J
本研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究（課題番号20K13209)お

よび基盤研究 (C)（課題番号20K01017 代表：小林聡）の援助を受げて行われたも

のである。
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表1-1 北魏墓誌の「婢似」の用例

1.司馬景和妻孟敬訓墓誌（清河孟氏） 延昌三 (514)年1月12日

北魏女性墓誌の特徴語の抽出および語義考証（大知）

奉舅姑以恭孝興名、接蝉似以謙慈作稲。…又夫人性寡垢嫉、多於容納。

2.李叔胤妻雀賓媛墓誌（博陵崖氏） 神亀二 (519)年4月12日

逮事王姑封氏、粛恭婦道、…同室蝉似、班列子三。

3.元氏夫人趙光墓誌銘（南陽趙氏） 正光元 (520)年10月21日

故令衆躯頌徴、群蝉歌美、訓範商宗、恵流庶族。／「上虔舅姑、傍協婢似」

4.丘哲妻鮮子｛中児墓誌（漁陽鮮子氏・胡人） 孝昌二 (526)年8月18日

「道穆群宗、徳矛蝉似。外協親家、内和諸子」

5.元湛妻藤慧命墓誌銘（河東膵氏） 武泰元 (528)年2月17日

敬上接下、蝉似貴其仁。尊佛尽妙、扉練尚其極。

6.穆彦妻元洛神墓誌（宗室） 建義元 (528)年4月18日

及其虔順舅姑、撫遺接幼、居室弼諧、閾房悦睦。／「朝事舅姑、奉接蝉似」

7.元彦（字景略）夫人蘭勝墓誌銘（昌黎蘭氏） 永安元 (528)年11月20日

是以舅姑欽其至誠、蝉姐敬其高軌。

8.長孫士亮妻宋霊妃墓誌（広平宍氏） 永煕二 (533)年1月30日

尽恭孝舅姑、謁信順於叔妹。子但被慈恵之恩、室家顕終身之敬。／「姐姫哩讃、

蝉似遵欽」

注：印無しは序文での用例、「」付きの四字句は銘辞での用例を示す。全ての表に共通する。

表1-2 魏晋南北朝石刻史料の「蝉似」の用例

1. 孫氏碑（済南孫氏） 西晋泰始八 (272)年12月15日

舅姑嘉其淑婉、蝉似宜其徳音。

2.羊深妻程元容墓誌（清河雀氏） 東魏武定二 (544)年11月29日

孝敬舅姑、喝誠蝉嫁、饒粥菜薩、温恭朝夕。

3.辞懐偶妻皇甫蟄墓誌（安定皇甫氏） 北斉天統四 (567)年12月23日

「昆季不少、姉似賓多」

4.王士良妻董榮暉墓誌（隈西董氏） 北周保定五 (565)年11月5日葬

年一十四、蹄於王氏。移愛蝉似、従敬舅姑。

5.封子檜妻王楚英墓誌（太原王氏） 〖青開皇三 (583) 年 2 月 15B合葬

夫人婦徳内彰、母儀外朗。…梯娯叔妹、咸慕指南。形管嬢婚、皆仰茂則。
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表 2-1 北魏墓誌の「四徳」の用例

1.任城王妃李氏墓誌（趙郡李氏） 「出妃我后、四徳斯諧」

2.元願平夫人王氏墓誌（楽浪王氏） 「六行獨悟、四徳孤閑」

3.元顕妃李元姜誌銘（頓丘李氏） 「四徳宣揚、六行允塞」

4.元格夫人王醤賢墓誌銘（瑛耶王氏） 五教車昭、四徳孔緒

5.元闊妻王夫人墓誌（浪耶王氏） 口口慾識沖固、四徳連壇

6. 司馬晒妻柔敬訓墓誌銘（清河孟氏） 四徳孔脩、婦宜純備

7.顕祖蹟成氏墓誌（代郡・胡人） 君弱齢播整、四徳昭著

8.元證妃凋会墓誌銘（長楽凋氏） 焼娩既閑、敏斯四徳／「挺絃窃窮、四

徳来依」

9.元新成妃李氏墓誌（頓丘李氏） 五膿既融、四徳兼朗

10.郊羨夫人李築蘭墓誌（勃海李氏） 自束儀君子、四徳淵茂／「三従無爽、

四徳有蹄」

11.元騰璧妻程法珠墓誌（広平程氏） 「瀕殖以潔、四徳以懃」

12.元氏夫人趙光墓誌銘（南陽趙氏） 其在璽閾、四徳唯婉

13.宣武帝嬢司馬顕姿墓誌銘（河内司馬氏） 閑淑登於磐年、四徳成於絆歳

14. ?.馬畠妻元氏墓誌（胡人） 乗四徳以基廠身、執貞高而篇行本

15.元誘夫人膵氏墓誌銘（河東膵氏） 「一聞無昧、四徳孔彰」

16.伏氏妻咎双仁墓誌銘（済南咎氏・胡人） 「展轄四徳、徘徊六行」

17.胡明相墓誌銘（安定栃氏） 「四徳圭脩、六行光備」

18.元鑑妃吐谷揮氏墓誌銘（胡人） 「六行外顕、四徳内彰」

19.元彦（字景略）夫人蘭将墓誌銘（昌黎蘭氏）

夫人、幼懐四徳、整賓両著

20.元端夫人滉氏墓誌（長楽渇氏） 閏中有婉娩之稲、闘外聞四徳之贅

21.楊無醜墓詰（弘農楊氏） 体兼四徳、智洞三明／「行該四徳、志

達三明」

22. 高猛妻元瑛墓誌（胡人） 六行允備、四徳無違／詔日、高氏姑長

柴長公主、四徳早徽

23.宇文永妻韓氏墓誌（昌黎韓氏） ー四徳獨峻、六行孤深」

24.李I璽儀墓誌（朧西李氏） 身包六行、体兼四徳

25. 高樹生夫人韓太妃墓誌（昌黎韓氏） 為基四徳、備奉六行

26.楊婉櫻墓誌（弘農楊氏） 「有聞六行、無違四徳」

27.李叙胤妻匡賓媛墓誌 (t専陵宦氏） 「四徳無爽、六行靡違」
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北魏女性墓誌の特徴語の抽出および語義考証（大知）

28.李翼夫人祖徴華墓誌（博陵崖氏）

29.李仲胤妻邪氏墓誌（河間邪氏）

30.江文遥母呉夫人墓誌（不明）

31.李弼妻古鄭氏墓誌銘（不明）

32.膵真度妻孫羅穀墓誌（揚州呉郡）

33.房文姫墓誌（清河房氏）

男性1.元袈墓誌銘（宗室）

男性2.元継墓誌銘（宗室）

注
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表1

1.『後漢書』巻十、皇后紀

朝
共

すの
遥期

「四徳有腹、六行牧芳」

「婉婉四徳、粛薙六行」

「靖恭四徳、優遊六行」

「四徳具巖、六行兼晰」

七行能脩、四徳必畢

及登痒醜、四徳光被

四徳靡違、六行斯具

具総衆美、詳兼四徳

る

の
史
正

釦
四r 

例
用
の

夏、殷以上、后妃之制、其文略癸。周證王者立后、参夫人、九娘、二十七世婦、

八十一女御、以備内職焉。后正位宮闇、同性天王。夫人坐論婦證、九讚掌教四徳。

2. 『三国志；魏書九、夏侯玄伝、装注引く『魏氏春秋』

（許）允顕謂婦日、「婦有四徳、馴有其幾。」婦曰、「新婦所乏唯容。土有百庁、君

有其幾」。許曰、「皆備」。婦日、「土有百行、以徳為首、君好色不好徳、何謂皆備J。
允有漸色。

3. 『三国志』呉書十七、是儀伝、斐注引く徐意『三国評』

徐恩評曰、「是儀以覇旅異方、客仕呉朝、…資此四徳、加之以文敏…」。

4. 『晋書』巻三一、后妃上

若乃婢納有方、防閑有膿、粛尊儀而脩四徳、髄柔範而弘六義。

5, 『晋書：巻五五、夏侯湛伝

累年不調、乃作抵疑以自廣。其僻曰「…夏侯子日、「吾聞先大夫孔聖之言賃徳之

不脩、學之不講、聞義不能徒、不善不能改、是吾憂也」。四徳具而名位不至者、非

吾任也」。

6. 『晋書』巻九六、烈女、涼武昭王李玄盛后手氏

賛曰、従容陰證、婉娩柔則。載循六行、愛昭四徳。操潔風霜、脊流邦國。

7. 『周書』巻九、皇后、宣帝朱皇后

大象元年、立為天元帝后、尋改為天皇后。二年、又改為天大皇后。冊日、「容爾

禰宣四徳、訓範六宮、軒庭列序、発門表慶、嘉稲既降、盛典宜鷹」。
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表3-1 北魏墓誌の「慎終」の用例

1.元鋸妃李媛華墓誌（潮西李氏、李沖の娘） 正光五 (524)年8月6日

妃既善母儀、兼閑婦徳、三従有問、四教無違。／

「周附子畢、任合自魯。追遠漢終、千齢載賭」

2.元烙（宣武帝）娯李氏墓誌（趙郡李氏） 孝昌二 (526)年8月6日

愛在父母之家、身弓行節倹之約。…遂應帝命、作配皇家。執虔蒸祀、中餓斯允。事

先帝以成、奉姑后以義。／「愛在家庭、惧終若始。作配皇家、悪及勝癸」

3.高猛妻元瑛墓誌（長楽長公主・宗室） 孝昌二 (526)年3月7日

「亦既有行、束儀君子。居満不造、慎終如始」。

4.緞光姫墓誌（斉郡緞氏） 正光六 (525)年2月21日

「一離家難、長秘宮庭、徘徊禁閾、憫恨幽響。春言捗姑、戯歌増零。慎終揚美、

追遠載整」

5.単期暉妻買氏墓誌（不明） 正光四 (523)年5月3日

格懃舅姑、雅密粛瀕之徳。慎終追遠、供姜莫匹。
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表3-2 魏晋南北朝期の正史の「慎終」の用例

1.『晋書』巻三一、后妃上、武元楊皇后伝

泰始十年、阻於明光殿、絶子帝膝、時年三十七。詔日「…賜誼母趙氏為縣君、以

継母段氏為郷君。博不云乎、『慎終追遠、民徳蹄厚』。且使亡者有知、尚或嘉之」。

2. 『晋書』巻三九、王沈伝

泰始二年、斃。…詔日「夫表揚往行、所以崇賢垂訓l、慎終紀遠、厚偲興教也。…」。

3. r魏書』巻二三、衛操伝
桓帝崩後、操立碑於大祁城南、以頌功徳、云…（桓穆）二帝到鎮、「言若合符。

引接款密、信義不漁。會盟1分東、銘築丹書。永世奉承、慎終如初。…」。

4.『魏書』巻七八、張普恵伝

乃密表曰、―臣聞優名賓位、主者之所光錫。尊君愛親、臣子所以慎終」。
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表4 北魏墓誌の「窃巽」の用例

1.姜太妃墓誌頌（不明） 正始元 (504)年11月18日 「窃宛淑女、君子好述」

北魏女性墓誌の特徴語の抽出および語義考証（大知）

2.元継夫人石婉墓誌銘（渤海石氏） 永平元 (508)年11月23日

「夫人窃宛、性寅稟常、心如懐月、言似吐埠」

3.冠軍将軍夫人劉氏墓誌（不明） 延昌元 (512)年3月25日 窃霙之容、淑善其身

4.元腿妻王夫人墓誌（浪邪王氏？） 廷昌二 (513)年12月4日

「如何不弔、高松早折、奄同周南、窃究永逝」

5.元詮妃i馬會墓誌銘（長楽凋氏） 煕平元年 (516)8月2日

「河岳吐雲、妥育芳徽、挺姦窃巽、四億束依」

6.元新成妃李氏墓誌（頓丘李氏） 熙平二年 (517)11月28日

「雲姿窃宛、容證堂堂、於穆仁妃、作配君王」

7.元妙墓誌（宗室） 神亀二 (519)年10月

故窃宛著問、令播退爾。季十有七、嫡龍譲賂軍遵之長子。

8.宣武帝嬢司馬顕姿墓誌銘（河内司馬氏） 正光二 (521)年2月22日

夫人承聯華之女少気、育窃寃之霊姿。

9. {恵迎男墓詰（西河1馬氏） 正光二 (521)年3月18日

窃宛七徳、長而彊甚。／「棄斯窃巽、忽聾垣松、如可願子、不遂心匈」

10.張君妻李淑真墓誌（趙郡李氏） 正光二年 (521) 7月3日 「淑女窃宛、作績
君子」

11.慮令媛墓誌銘（苑陽慮氏） 正光三年 (522)4月16日 「脩誇窃宛、玉螢金相」

12.元靡夫人司馬氏誌銘（河内司馬氏） 正光四年 (523)3月23日

「婉彼渚間、誕絃淑令、窃宛言容、優柔工行」

13. 単明暉妻買氏墓誌（不明） 正光四 (523)年5月3日 窃巽□莫、無私謁之心。
14.宣武帝嬢李氏墓誌（趙郡李氏） 孝昌二 (526)年8月6日

是以灌木之音遥聞、窃巽之響禰遠。遂應帝命、作配皇家。

15.元悛墓誌銘（宗室男性） 建義元年 (528)7月12日

「墳路荒茫、泉門窃窮、空願興蹄、徒嵯絶倒」

16.邪轡夫人元純施（陀）墓誌銘（宗室） 永安二 (529)年11月7日

岐疑殺自鮒年、窃宛博於リト日。

17.元鰐妻睦夫人孟暉墓誌銘（北族八姓） 永安三 (530)年2月15B

於是灌木之音遠聞、窃究之響禰著。遂應父命、作配皇枝。
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表5北魏墓誌の「淑媛」の用例

1.部羨夫人李築蘭墓詰（勃海李氏） 神亀元 (518)年12月9日

「篤生淑媛、乗心塞違。＇洛勲迂愛、総孝兼慈」

2. l馬営妻元氏墓誌（宗室） 正光三 (522)年10月25日

「長短殊命、夭寿異等。淑媛偏彫、金夫獨在」

3.長孫士亮妻宋霊妃墓誌（広平宋氏） 永熙二 (533)年1月30日

「氣氣瑞気、昭晰震社。逗降淑媛、作嬢君子」

4.高樹生夫人韓太妃墓誌（昌黎韓氏） 永煕二 (533)年4月27日

「家鄭載興、媒唯良子。亦有淑媛、應絃世祉J
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表6 北魏墓誌の「蘭惹」の用例

1.元殿妻王夫人墓誌（瑯邪王氏？） 延昌二 (513)年12月4日

r奄同周南、窃宛永逝。胡為当春、推我蘭惹」

2.劉阿素墓誌銘（太原劉氏） 正光元 (520)年10月

「英英孤秀、榮榮哲人。陵霜吐緩、冬華表新。獨有蘭惹、磨而不燐」

3.劉華仁墓詰銘（太原劉氏） 正光二 (521)年3月17日

「照照蘭惹、焚焚獨芳。臨霜吐緩、冬年表香」

4.張安姫墓誌銘（東平張氏） 正光二 (521)年3月29日

「焚焚蘭惹、其華美癸。獨穎芳辣、茂而不始」

5.楊瑳墓誌（弘農楊氏） 神亀二 (519)年3月6日

「幼播蘭惹、早覧緩箸。資文挺武、朝野齊欽」

6.元子正墓誌銘（宗室男性） 建義元年 (528)8月24日

金玉光明之姿、自懐抱而有異。蘭惹苓芳之美、始言笑而表奇。

7.元欽神銘（宗室男性） 永安元 (528)年11月8日

金玉随瓦礫同浪、蘭惹従華猶倶尽。
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